
「９０周年記念式典を振り返って」 

副校長 木下 直人 

 

１１月７日（土）の記念式典には、教育委員の今野雅
裕様、本校第１４代校長の楠瀬敏則様（昭和５９年４月
～昭和６２年３月本校在職）をはじめ１００人を超すご
来賓の方々がお越しくださいました。たくさんのご臨席
をありがとうございました。 

 今野教育委員のご祝辞の中で、「落合第二小学校には、
昔から変わらないものがあり 

ます。それは、地域の方々が 

落合第二小学校を大切にする 

心です。そして、落合第二小 

学校の子どもたちも勉強や遊 

びを頑張ろうとする意欲がみ 

なぎっていること。そして地 

域を大切にしようとする心や友達を大切にしようとす
る思いやりもあること等。」というお話をいただきまし
た。校長の式辞やＰＴＡ会長のご祝辞も参列した５，６
年生の児童たちは、緊張感の中にも期待感をもち、食い
入るように聞き入っていました。 

そして、「児童よろこびの言葉」の台詞やその中で歌
われた歌にも、力強さや児童たちの希望に満ちたやる気
を随所に感じさせてくれました。さらに会場の装飾で
は、６年生が丹精こめて育てた菊の花が一段と式を引き
立ててくれました。 

午後の祝賀会においても、参加者が９０名を超す参加
がありました。そこで参加者全員のスピーチもあり、地
域の方々のあつい思いを知ることができました。まさに
地域と保護者そして学校が一体となることができまし
た。 

開校９０周年の成功の陰には、実行委員長の人見晃 
様をはじめＰＴＡ会長の中島義一様、およびＰＴＡの役
員の皆様方にあつく御礼申し上げます。また当日意欲的
にお手伝いしてくださったＰＴＡの方々にあらためて
感謝申し上げます。 

「９０周年記念……」は、残すところ３学期にある「展
覧会」だけとなりました。おそらく子どもたちの創意あ 

る作品がたのしめること
と思います。代表委員会で 

決めた周年テーマ「つなぐ 

歴史 輝く未来 新しい 

扉を」。このテーマの趣旨 

にもあるように、どの児童 

も自分で扉を開け、最初の 

一歩を自分で踏み出し、将
来は社会に貢献できる人になってほしいと思っていま
す。 
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１２月の行事予定 

 

おちに １２月号 
 

※「SC 来校」とは「スクールカウンセラー」が本校に 

勤務している日です。 

※放課後遊びのある日は右の表に○がついています。 

 

１２月の生活目標 
 

◎れいぎ正しい生活をしましょう。 

・気持ちのよいあいさつをしましょう。 

・きれいな言葉づかいをしましょう。 

・めあてをもってそうじをしましょう。 

・計画的に持ち物の整理をしましょう。 

週 月 曜 放

12月1日 火 SC来校 ○

2 水

5 土

6 日

7 月 ○

8 火 SC来校 ○

9 水

10 木 SC来校 ○

11 金 SC来校 ○

12 土

13 日

14 月 ○

15 火 SC来校 ○

16 水

17 木 SC来校 ○

18 金 SC来校

19 土

20 日

21 月 ○

22 火 ○

23 水

24 木 SC来校

25 金 SC来校

26 土

1月7日 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火 SC来校 ○

Ａ

B

チャレンジコンサート（若葉学級出演）

B

天皇誕生日

冬季休業日終

落合中ジョイントコンサート（音楽クラブ出演）

薬物乱用防止教室（６年）

全校朝会　　プラネタリウム（４年）

体育朝会　　委員会（６校時）　　安全指導

終業式　　大掃除（３校時）　　特水時程４時間授業

全校朝会

給食終

ポイ捨てなくそうクリーン大作戦

児童集会　　伝統文化授業（４年）

クラブ　音楽出前授業（６年）

行　　　　　　　　事　　　　　　　　予　　　　　　　　定

特水時程４時間授業

全校朝会　　避難訓練

保護者会（１～４年）　　個人面談（若葉）③

成人の日

SC来校

SC来校
学年交流会（５年・５校時）

冬季休業日始

個人面談（若葉）②

3 木

金4

学年交流会（３年・５校時）

保護者会（５,６年）　　個人面談（若葉）④

Ａ

B

Ａ

始業式　　大掃除（３校時）　　特水時程４時間授業

特水時程５時間授業　　学校保健委員会

いっぱいあそぼうでい

全校朝会　　安全指導　　給食始　　席書会①　社会科見学（６年）



 

 

 
体育朝会 

体育主任 

落二小では、昨年度に引き続き、１２月より「新宿

スポーツギネス」を行います。これは、様々な運動の

経験と運動の記録向上を目指す活動を通して、運動の

楽しさを感じたり、運動の日常化を図ったりすること

を目的とした活動です。毎週木曜日の２０分休みに全

校一斉に長縄や持久走に取り組みます。 

子どもたちの体力・運動能力の低下が叫ばれる昨

今。文科省の調査では、１０歳男子のボール投げの記

録が５０年で６メートル下がったことが明らかにな

っています。これは、外遊びをする機会が少なくなっ

ていることが理由の１つにあげられるようです。落二

小においては、ソフトボール投げと長座体前屈（体の

柔らかさ）の記録が低い傾向にあります。柔軟性が身

についていると、どの運動にも通ずるしなやかな動き

につながります。また、運動におけるけがの防止にも

つながります。肌寒い季節となり、体を動かすことに

抵抗を感じることも増えてきますが、「新宿スポーツ

ギネス」を通して、子どもたちには進んで外で遊ぶ習

慣をつけ、健康でたくましい体をつくってほしいと思

います。 

スクールカウンセラーより   
スクールカウンセラー  

 

 落二小学校の子どもたちは、休み時間や学校内で会

うと「おはようございます」「こんにちは」と元気よ

く挨拶をしてくれます。そして何かしてもらったとき

には、「ありがとうございます」と言うことができま 

す。 

相手に感謝する大切さを大人は子どもに伝えます

が、「ありがとう」の言葉は子どもたちにとっても自

己肯定感を育てる魔法の言葉です。大人から感謝され

ることで、子どもは「自分は必要にされているんだ」

「役に立っているんだ」と感じることができます。自

己肯定感を高めると、困難にぶつかっても物事を前向

きにとらえて乗り越える力を育てることができます。 

「ありがとう」。何気ない言葉ですが、大切にした

い言葉です。 

 

 

 

 

 

 

外国語活動   
外国語活動主任 

 本校では、年間１，２年生１０時間、３，４年生２

０時間、５，６年生３５時間、若葉学級１０時間、外

国語活動(英語)の授業を実施しています。 

 今年度も引き続き、カナダ出身のエリック先生と担

任の 2 人で授業を進めています。エリック先生は日

本語が堪能なのですが、授業では絵カードやジェスチ

ャーを混ぜながら、オールイングリッシュで語りかけ

ています。また、休み時間や給食等、授業以外のとこ

ろでも児童に積極的にかかわってくださっています。 

 授業では、ゲームをしたり、英語の歌を歌ったり、

友達同士で好きなものや欲しいものを尋ね合ったりす

ることで、外国語への興味関心、友達とのコミュニケ

ーションを深めています。 

３年生の窓から 
３年生担任 

  

 ３年生は、総合的な学習の時間に「落合の町を有名

しよう大作戦」に取り組んでいます。落合はとても素

敵な町ですが、その良さがあまり知れ渡っていませ

ん。ですから、地域の漫画家さんの力をお借りして「落

合の絵地図」を作ったり、地域の日本舞踊家さんにご

指導いただき「日本舞踊」を習ったりして、この地域

の良さを学んできました。 

 そして、１２月３日（木）は、いよいよ、落合の町

の良さを発表する「落合大好き発表会」です。 

当日は、全員着物を着て、練習してきた日本舞踊を披

露します。上手にできるか、子どもたちは今から緊張

しています。 

落合の地域の方々の温かい心に助けられながら、い

ろいろなことを学んできた３年生。発表会に来てくだ

さった方が、温かい気持ちになれるような会にしたい

と考えています。ぜひ、お越しください。 

下着の効果 

養護教諭           

 以前、保健だよりで「腹痛を訴えて保健室に来室す

る児童の多くが、下着(シャツ)を着ていない」ことを

書きました。すると保護者の方から「本当です

か？！」と驚きの声をいただきました。今もＴシャツ

やトレーナー１枚で来室する児童がおり、声をかける

毎日です。 

下着の着用には多くの効果があります。寒いとき

は、上着との間に暖かい空気の層を作って体を温めて

くれて、その効果はなんとプラス２℃！ 反対に、暑

いときは汗を吸い取り、服の中の温度を下げて涼しく

してくれます。さらに汗だけでなく、汚れも吸い取っ

て体を清潔に保つ働きもあります。子どもたちの柔ら

かな肌には綿 100％のものを選ぶのもポイント。下着

を着るのも、健康で快適な生活を送る秘訣のひとつで

す。 

 

【落合第二小学校 90年の歩み】 ～その７～ 

今月からは、元 PTA 会長(故)岸辰夫様が中心とな

って昭 58 年に編纂された上落合郷土史研究誌「昔ば

なし」から思い出話をご紹介します。昭２年から 4 年

間お勤めされた塩野マサ子様のお話。新設校であっ

たため先生方は様々な地方出身の方がいらして、ふ

る里の方言やお祭のお話が楽しかったそうです。沖

縄の方もいらして、修身を「すうすん」算術を「さん

づつ」と表記されていたのを直してさしあげた思い

出が綴られています。南向きの立派な 2 階建校舎は

静かで暖かく毎日が楽しく過ごせたそうです。(続) 


